
  職長教育は２日間の講習で、４名の講師から「監督
指導」,「安全管理」,「リスクアセスメント」,「環境管理」
「作業改善」「事故対応」などを学びます。
　職場の「安全衛生管理」が中心ではありますが、広　

　この原稿を書いているのは２月の晦日。明日からは弥生３月です。　１月は”行く”  ２月は”逃げる”  ３月は く、現場管理全般にわたるスキルを学ぶ講習となって　
 ”去る” と表現され、年初３カ月の時の流れの速さに改めて驚きます。一方、ここ数日、あたたかくなって春も　 います。
近いな、と 少し明るく前向きな気持ちになっています。 　職場の人間関係をどう管理していくか、リーダーシッ
　３月は当協会にとっては年度の締めの時期で、「今年度の総括」と「次年度の計画」のまとめ、「会計監査」 プを身につけるには何をすべきか、などについても学
「理事会」・「総会準備」・「監督官庁へ定例報告」と組織管理上の一連の重要な仕事が続きます。 びます。
　協会活動も、２年以上にわたって、新型コロナ感染でさまざまな影響を受けてきました。凡庸な願いですが、 　グループ討議を通して、 他社の状況や自分自身の
新年度は普通の活動に戻れることを願っています。 知識や能力を顧みる機会ともなっています。自社の職
　 制教育として活用することを、ご検討ください。

　　　　＜「異常時の措置」「災害発生時の措置」＞

『割れ窓理論』 ：　窓ガラスを割るなど小犯罪を放置すると、重大犯罪を誘発する。小事をゆるがせにしない。
　年度末を迎え、次年度（令和４年度）の事業計画・予算を決定しなければならない時期を迎えました。例年　 　　この理論を生かし、落書きの取り締まりから始め、ニューヨーク市は治安が回復した。
２月～３月に理事会を開催し、審議をお願いしておりますが、昨年に引き続きコロナウイルスの感染防止のた　 『凡事徹底』 ：　基本的な大事なことをきちんと守ることが、全体を管理する上で大事。5S / 報・連・相
め、理事会の開催を「文書送付による決済」方式に変更しました。　
　年間の理事会の開催は３回予定されておりましたが、 結果的に令和３年度は９月の理事会のみ通常開催
をいたしましたが、感染状況を考慮し、別の２回は「文書決済」方式といたしました。 次回の開催予定は４月
中旬ですが、「年度の総括」と「総会準備確認」の重要な理事会ですので、可能な限り一堂に会した理事会 　須賀川労働基準監督署管内では、令和４年に入ってから労働災害件数が増加しており、２月２１日付で
の開催を模索します。 管内の労働災害防止団体に向けて「労働災害の防止対策」を呼びかけています。要請文書とともにいた

だいた資料は　①「転ばないでね！ 」リーフレット（４ページ）　②業種別災害状況（６ページ）です。
　資料全体は協会ホームページからご覧ください。ここではポイントを抜粋して掲載いたします。

　令和４年度も新型コロナ感染防止の影響は残るでしょうが、　 　　１．リーフレット「転ばないでね！」のポイント
事業計画上はコロナ感染拡大前の通常通りの活動を想定 　①過去１０年の積雪・凍結による労働災害
しております。 ・５０歳以上の被災割合58％　　・重症（休業１カ月以上）６３％　　・駐車場での事故５０％
　活動は大きく２つに区分されており、１つは「公益事業」で、 　②積雪・凍結時の交通事故防止対策
もう１つは「収益事業」です。 ・日陰のアイスバーンに注意　　・雪道の必需品（スコップ・軍手・雪かき棒・ロープなど）
　公益事業はさらに ２つに分かれており、 【公益 １】として、 ・運転前の準備（靴底の雪の除去、車両の雪除去）　・運転（急発進は厳禁、車間距離確保）
「須賀川地区安全衛生大会」の開催 「安全週間及び衛生　 　③転倒防止の対応策
週間」説明会 と 「労務及び労災」研修会が該当し、【公益 ・転倒防止のチェックリスト　　・事業場内、工場内の整理整頓　　・設備の改善・整備
 ２ 】として「教育講習」が該当します。 ・見える化・表示　　　　　　　　・危険個所チェックリスト　　　　　　　・靴の整備、適正選択
　収益事業は【収益 １】として 安全・衛生関係図書販売事
業、 【収益 ２】は検診・会員交流事業、そして【収益 ３】は　　 　　２．業種別労働災害事故状況
労働保険事務組合と ３の事業 に区分されています。 　①製造業　 ３件　転倒（６０代女性）　荷崩れ（５０代女性）　やけど（２０代男性）

　②建設業　 ２件　打撲（５０代男性）　転落（５０代男性）
　事業計画はコロナの影響以前の平常の活動を想定して 　③運輸業　 ２件　転倒（６０代男性）　切傷（３０代男性）
ておりますが、予算面では令和３年度の決算見通しも考慮　 　④農・畜産業 ２件　枝で顔を殴打（２０代男性）　落馬（３０代男性）
して収入・支出を計上しました。 　⑤商業・通信 ４件　転倒（６０代女性）　転倒（３０代男性）　打撲（６０代女性）　転倒（５０代男性）

　⑥保健衛生 ４件　転倒（６０代女性）　肉離れ（４０代女性）　踏み違い（５０代女性）　転倒（４０代女性）

  事業場における「安全衛生管理活動」において「リスクアセ　
スメント」の位置づけは大変重いものがあります。 　 今後の事業予定をお知らせいたします。４月の理事会、５月の総会については現時点では未確定の状況
　労働安全衛生法において、実施することが努力義務とされ ではありますが、できるだけ早急に開催の有無、日程の確保等をしたいと思います。
ており、安全衛生管理活動の国際規格である、【ISO45000】
でも当然ながら、導入が求められています。 ３月下旬 　福島労働局：災害防止団体連絡会議　　福島県労働基準協会連絡協会　未定
　しかし、失礼ながら、事業場における重要性の認識はやや　 ３月３１日（火） 　監督官庁である福島県へ「公益社団法人」として、令和４年度事業計画・予算報告
低いのではないかと危惧しております。 たしかに「 KYT 」や ４月１１日（月） 　監査（決算及び業務監査）
「ヒヤリ・ハット」などに比べると事業場の負担も重く、実施の ４月１３日（水） 　新入社員教育
困難さはあります。　 ４月下旬 　理事会（総会に向けて、事業報告・決算承認）
　リスクアセスメントを広める立場でもある基準協会として、こ ４月２６日（火） 　フルハーネス講習
の困難さを少しでも軽減したいと考えて実施しているのが、 ５月１２日・１３日 　職長教育
「リスクアセスメント基礎講習」です。 ５月中旬～下旬 　総会（令和３年度の事業報告・決算報告）

５月下旬 　玉掛け技能講習
　

＜職長教育開催　（2月24日/25日）＞

　【今後の協会事業活動の予定】　　　

【２月の協会活動】

＜　急増する労働災害防止の要請　　　　須賀川労働基準監督署より　＞

＜令和４年度の事業計画・予算の基本＞

＜「理事会」（事業計画・予算審議）：「文書決済」方式で開催＞

＜リスクアセスメント基礎講習開催　（2月17日）＞

　【職長教育で学んだこと】

協会の HP もご覧ください


